
「市民が判断するために必要な情報がきちんと公開されているだろうか」

多摩市自治基本条例の制定に学識者として関わっていた大学の恩師から、会うたびに「忘

れてはならないことだよ」と言われ続けてきたことでもあり、私が議員活動をする上で、

とても大切にしていることでもあります。

2004年に自治基本条例が制定されて以来、市政情報の公開と市民参画の機会がきちん

と確保され、「開かれた市政」の推進を大きく後押ししたと考えていますが、その「質」

が今、問われているのではないでしょうか。先月末、恩師である辻山幸宣先生が亡くなり

ました。コロナ禍で入院されていた先生を見舞うこともできず、再会を果たせなかったこ

とが本当に残念です。

先生が大切にされていた「市民の自治」の原点にあるのは、私たち市民一人ひとりが

「民主主義を考え続ける必要がある」ということだった気がします。先生は常に「民主主

義とは何か」を問うてくれました。実は説明できるようで、しかし、わかりやすく説明し

ようとするとなかなか難しい問いかけを絶えず投げかけてくださいました。

「多摩市議会は市民の方に顔が向いているかい？」と先生に尋ねられると、見透かされ

ているような気になったことも思い出されます。「もっとフェアな社会を！」と私が掲げ

た初心を改めて思い起こし、「フェアな民主主義」の実現にむけて、これからも一層、努

力を重ねなければならないと強く思います。そのためにも「しっかりと学び続けなさい」

という先生からのエールを忘れず、市民のみなさまへの感謝の気持ちと、みなさまからい

ただく多くの学びを自身の活動につなげてまいります。

議員活動も19年目を迎えました。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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「眼の健康」を意識した取り組みを！
～子どもたち一人一台タブレット端末。GIGAスクール構想

■成長期にある子どもたちの健康問

題を置き去りにしないでほしい。

新型コロナウイルス禍の学校休校を
きっかけに、1人1台タブレット端末」
のオンライン学習環境の整備が一気に
進みました。

生まれた時からスマートフォン、ゲー
ム機器、パソコンなどに囲まれている
「デジタルネイティブ」な子どもたち。
もちろん、これからの時代を生き抜く
ための情報活用能力の習得は不可欠で
あり、学校教育の中でも取り入れてい
くことの必要性があると考えます。

しかし、その一方で、タブレット端末
をはじめ、デジタル機器に長時間触れ
ることによる健康影響を無視すること
はできないと考えます。成長期にある
子どもたちであればなおさらのこと。
タブレット端末があらゆる学校の授業
で活用されることのメリットばかりが
強調されますが、「子どもたちの健康
問題」についてもしっかりと配慮すべ
きです。

■眼科医との連携、「目の健康」を
フォローしていくこと。

文部科学省の発行している「児童生
徒の健康に留意してICTを活用する
ためのガイドブック」では、教室の
明るさの考え方、適正な教室環境を
確保するためのカーテンや電灯の利
用方法をはじめ、子供の視力、ドラ
イアイ、ブルーライト等に関する注
意が促され、配慮が必要であること
が示されており、学校現場での工夫、
対応が求められます。

また、それとともに、子どもたちの
健康状態をもっと丁寧にフォローで
きる体制の構築も必要になりそうで
す。今は年に1度きりの眼科健診です
が、回数を増やし、きちんとしたエ
ビデンスに基づいた子どもたちの健
康状態の把握をすることも重要です。
ぜひ、教育委員会は眼科医会とも連
携し、取り組みを進めてほしいと思
います。

一般質問で取り上げました。引き続き子どもたちの健康を守る視点から、
GIGAスクールの取組みを見守っていきます！

「困ったときはお互いさま」と心を通わせることのできる地域社会へ



仮にも、新規の建設・整備を進める
のであれば、合わせて、他の施設の
縮小や市民サービスの見直しなどを
具体的な提案や道筋が示されるべき
ですが、残念ながら、具体策は示さ
れていません。

新型コロナウイルスの影響でさらに浮
き彫りになった社会格差・貧困問題へ
の対応を優先に！

はからずも、まだまだ終わりの見え
ない感染症問題に向き合うことで、
広がりを見せる格差に立ち向かって
いかなければならない私たちの社会
生活の基盤の脆さが露呈してしまい
ました。そのことによる社会全体へ
の影響を危惧しています。

そして、感染症により人と人とのつ
ながりが遮断されたことによる孤立
感を含め、人々が抱える「生きづら
さ」にもっともっと目を向け、これ
を「ひとごと」とせず、みなで受け
止め考えていく機会にしなければな
らないと考えています。

社会的な孤立を防ぐために、できるこ
とを考えたい。そのために必要な人財
と財源の確保を！

「相談窓口がどこにあるかわからな
い」という市民の声、「相談しても
適切な相談先につなげてもらえな

い」とたらい回しにされることに気
落ちする市民の声、「どうせ相談し
ても仕方がない」と最初からあきら
めている市民のみなさんを受け止め
ることのできる体制構築を急がねば
なりません。

そのために必要な財源を優先的に確
保し、さらには、その体制を継続さ
せるための取組みが何よりも求めら
れると考えています。公共施設の運
営、建物の維持管理費用問題を先送
りすることはできないのです。

コロナ禍にあり、ますます優先すべ
きは感染対策の他に雇用不安、生活
困難、子どもたちへの支援などであ
り、市民のくらしの格差解消、子ど
もの貧困対策、社会的孤立を解消す
ることに力を注いでいく必要がある
のではないでしょうか。

市長のリーダーシップを発揮するとき

かつて市長は「行政サービス全般に
わたって量から質へ転換しなければ
ならない。不退転の決意で臨む」と
語っていました。その言葉通りの実
行力の発揮が今こそ求められます。

子どもたちに負担を先送りしない市
政運営への転換と‛分断・孤立‘を修
復させていく取組みを優先できる市
政運営をめざした‛かじ取り‘を提言
し続けたいと思います。

もっと教育に、もっと保育に、もっと介護に税金を使いたい！ FAX: 042-371-0763 Eﾒｰﾙ: hisaka_box@yahoo.co.jp

新規の公共施設の建設は一旦、立ち止
まるべき

新型コロナウイルス禍で編成された
予算は経済状況を反映し、市税収入は
昨年度比マイナス15億円になりまし
た。また、今後の見込みについて昨年
度並みに回復するまでにも数年かかる
という見込みが示されました。

そのような中、多摩中央公園内での
図書館建設や旧北貝取小学校に市民活
動・交流センターとふるさと資料館を
設置する計画は建設工事着手前であり、
一旦は立ち止まり、計画の見直しをす
る必要があると考えます。

私はかねてから、中央図書館など新
規の公共建築物や施設整備にあたって
は、建築費用だけでなく、建設後に必
要な施設の運営維持費用、将来にたっ
てのランニングコストも視野に考える
必要があると主張してきました。

「公共施設の見直し方針と行動プログ
ラム」はどうなっているのか？

なぜなら、そもそも行財政改革の柱
として示されていた公共施設の統廃合、
縮減による維持管理費用を減らす取り
組み（平成25年策定「公共施設の見
直し方針と行動プログラム」）は計画
通りにはいかず、現状では、将来世代
への負担を先送りするばかりか、むし
ろ公共施設の維持管理費を増加させる

施設整備計画等が次々と実行されてい
るのが現状です。

例えば、図書館政策のあり方も見直
しを行わないまま、本館再整備による
新規に大規模な中央図書館を建設する
ことで「維持管理費用は増える」方向
であり、また、旧北貝取小学校の大規
模改修に伴う新たな施設に関しても、
「維持管理費用の増になる」ことが議
会答弁でも明らかにされています。

対案がない状況を見過ごすことはでき
ない

現在、既存の公共施設を適切に維持
管理するための費用の捻出も年々厳し
くなっていることは、議会でも「行き
届いた管理ができていない」等とたび
たび指摘される生活道路、街路樹をは
じめとする緑の管理、老朽化した公園
の整備、管理の現状からも明らかです。
昭和の時代に建設された集会施設をは
じめとして、大規模修繕、改修をしな
ければならない施設の数は増える一方
です。

そして、無くすことのできない学校
給食センターの建替え、また、市役所
庁舎の老朽化も深刻であり、建替えに
向けてもいよいよ具体的に着手をして
いかなければなりません。

だからこそ、新規施設の建設、整備
等には慎重にありたいと考えます。
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永山駅前にあるUR局舎跡地。旧東永山小学校と当該地を交
換し、日本医科大学多摩永山病院の建替え用地として市が
準備する。土地交換契約は平成31年3月に行われている。
交換差金として１８０，２７２千円を多摩市側が負担する。

引渡期日は２０２１年度（令和３年）末を予定。

優先すべき課題に取組める体制づくりを急いでほしい。
そのために必要な財源と人的資源の確保を！

令和3年度一般会計予算に対し、フェアな市政は反対しました。岩永ひさかが会派を
代表して意見討論を行いました。その内容を紹介します。


